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高強度短パルスレーザによるSC光発生とそのSD-OCT画像

超高速・超広帯域光ファイバ光源を用いたリアルタイム光断層
計測とその医用応用
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光コヒーレンストモグラフィ(OCT)は赤外光を用
いて生体の断層画像を高分解能で取得する技
術であり、X線CTのような被曝の心配がなく、装
置も小型である。すでに眼科領域での診療に広
く用いられているが、さらなる医用応用を進めるた
めには測定の高速化が不可欠である。

分散チューニング高速波長掃引
光源　超高速分散チューニング
波長可変光ファイバ光源
超高分散媒質により小型化を達成し、
500kHz近くまでの超高速波長掃引を
実現した。さらにSS-OCTシステムで
250kHzの高速掃引での画像を取得
ができることを示した。

ナノカーボン超短パルス光ファ
イバレーザによるSC光ファイバ
光源
安定な高強度ナノカーボン短パルス
レーザを実現するとともに、それをシード
として光ファイバ中でのSC光の発生に
成功した。これを光源として用い、高速
処理が可能なSD-OCTシステムで高
分解能画像を取得できた。

耳鼻科領域への応用
OCTにより内耳蝸牛内構造の描出が
できることを実証した。

本研究は、新しい光ファイバ光源を用いて超高
速・超高分解能OCTシステムを構築し、その医
用応用を進めるものである。具体的には、既存
の光源より数十倍の速度をもつ超高速分散
チューニング波長可変光ファイバ光源、および安
定なナノカーボン超短パルス光ファイバレーザに
よる超広帯域（SC）光ファイバ光源である。
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OCTは現状では眼科など、外部から容易に
アクセスできる部位への応用に限られている
が、細径(~0.2mm)である光ファイバを使っ
て内視鏡やカテーテルと組み合わせることで

広い医用応用が期待される。本研究で進め
ている光源の高速化は測定時間の短縮につ
ながり、被測定者の負担軽減につながる。ま
た産業応用の見込みも大きい。
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